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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構造体に庇を取り付ける庇の取付構造であって、
　前記構造体の構面を形成する少なくとも２本の柱に、アーム部材が、その基端部が固定
されてそれぞれ設けられており、
　前記構造体の外方に突出した前記アーム部材のアーム部間に庇本体部が形成されるとと
もに、
　前記アーム部材の側面に、該アーム部材によって構成される庇と略直交し連続する庇の
構成部材が取り付けられていることを特徴とする庇の取付構造。
【請求項２】
　構造体に庇を取り付ける庇の取付構造であって、
　前記構造体の構面を形成する少なくとも２本の柱に、アーム部材が、その基端部が固定
されてそれぞれ設けられており、
　前記構造体の外方に突出した前記アーム部材のアーム部間に庇本体部が形成されるとと
もに、
　前記庇本体部は隣り合って複数並べられており、向かい合う前記アーム部材間がスペー
サー部材を介して固定されていることを特徴とする庇の取付構造。
【請求項３】
　構造体に庇を取り付ける庇の取付構造であって、
　前記構造体の構面を形成する少なくとも２本の柱に、アーム部材が、その基端部が固定
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されてそれぞれ設けられており、
　前記構造体の外方に突出した前記アーム部材のアーム部間に庇本体部が形成されるとと
もに、
　前記アーム部材は、前記基端部が、前記庇本体部側に向き、前記柱に固定される平板状
とされ、前記アーム部が、前記平板状の基端部の外側辺側から前記構造体の外方に突出さ
れた一体の部材であって、
　前記アーム部材の軒先部間は軒先梁で連結され、かつ前記アーム部材の軒元部間は軒元
梁で連結されていることを特徴とする庇の取付構造。
【請求項４】
　前記軒先梁の外側面に化粧材が設けられていることを特徴とする請求項３に記載の庇の
取付構造。
【請求項５】
　前記軒先梁及び前記軒元梁の下側に軒天井パネル部材が受け部材を介して設けられてい
るとともに、前記軒先梁及び前記軒元梁の上側には屋根構成部材が取付部材を介して設け
られていることを特徴とする請求項３又は４に記載の庇の取付構造。
【請求項６】
　前記アーム部材の前記アーム部の中間部間に中間受け部材が設けられていることを特徴
とする請求項３乃至５のいずれか１項に記載の庇の取付構造。
【請求項７】
　前記アーム部材の軒元部間が樋構成部材で連結されていることを特徴とする請求項３乃
至６のいずれか１項に記載の庇の取付構造。
【請求項８】
　前記軒先梁及び前記樋構成部材の下側に軒天井パネル部材が受け部材を介して設けられ
ているとともに、前記軒先梁及び前記樋構成部材の上側には屋根構成部材が設けられてい
ることを特徴とする請求項７に記載の庇の取付構造。
【請求項９】
　前記軒先梁の上側と前記樋構成部材の外側端部との間には、防水シート部材が設けられ
ていることを特徴とする請求項７又は８に記載の庇の取付構造。
【請求項１０】
　前記アーム部材の前記アーム部の前記樋構成部材の外側面に位置する中間部間に中間受
け部材が設けられていることを特徴とする請求項９に記載の庇の取付構造。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の庇の取付構造を備えていることを特徴とする
建物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、庇の取付構造、及びこの庇の取付構造を備えた建物に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、自重、積雪、風荷重などによる庇の垂れ下がりを防ぐための庇の取付構造が
提案され、実施に供されている（特許文献１，２等を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－４４０３２号公報
【特許文献２】特開２００８－２５５７２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　上記した特許文献１，２等の従来の庇の取付構造では、庇本体部を支持するアーム部材
の基端部を建物の梁に固定していた。
【０００５】
　このため、梁の回転による垂れ下がりを極力防ぐのに、梁のアーム部材の基端部を固定
する部分を補強することなどが必須となり、その分、コスト高となっていた。
【０００６】
　そこで、本発明は、アーム部材の基端部を固定する部分を補強することなどを必須とせ
ず、その分、コストを低減して実施することができる庇の取付構造、及びこの庇の取付構
造を備えた建物を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するために、本発明の庇の取付構造は、構造体に庇を取り付ける庇の取
付構造であって、前記構造体の構面を形成する少なくとも２本の柱に、アーム部材が、そ
の基端部が固定されてそれぞれ設けられており、前記構造体の外方に突出した前記アーム
部材のアーム部間に庇本体部が形成されていることを特徴とする。
【０００８】
　ここで、前記アーム部材は、前記基端部が、前記庇本体部側に向き、前記柱に固定され
る平板状とされ、前記アーム部が、前記平板状の基端部の外側辺側から前記構造体の外方
に突出された一体の部材であるとよい。
【０００９】
　また、前記アーム部材の軒先部間が軒先梁で連結されているとよい。
【００１０】
　さらに、前記軒先梁の外側面に化粧材が設けられているとよい。
【００１１】
　また、前記アーム部材の軒元部間が軒元梁で連結されていてもよい。
【００１２】
　さらに、前記軒先梁及び前記軒元梁の下側に軒天井パネル部材が受け部材を介して設け
られているとともに、前記軒先梁及び前記軒元梁の上側には屋根構成部材が取付部材を介
して設けられているとよい。
【００１３】
　また、前記アーム部材の前記アーム部の中間部間に中間受け部材が設けられているとよ
い。
【００１４】
　さらに、前記アーム部材の軒元部間が樋構成部材で連結されていてもよい。
【００１５】
　また、前記軒先梁及び前記樋構成部材の下側に軒天井パネル部材が受け部材を介して設
けられているとともに、前記軒先梁及び前記樋構成部材の上側には屋根構成部材が設けら
れているとよい。
【００１６】
　さらに、前記軒先梁の上側と前記樋構成部材の外側端部との間には、防水シート部材が
設けられているとよい。
【００１７】
　また、前記アーム部材の前記アーム部の前記樋構成部材の外側面に位置する中間部間に
中間受け部材が設けられているとよい。
【００１８】
　さらに、前記アーム部材の側面に、該アーム部材によって構成される庇と略直交し連続
する庇の構成部材が取り付けられていてもよい。
【００１９】
　本発明の建物は、上記した本発明の庇の取付構造を備えていることを特徴とする。
【発明の効果】
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【００２０】
　このような本発明の庇の取付構造は、構造体に庇を取り付ける庇の取付構造であって、
構造体の構面を形成する少なくとも２本の柱に、アーム部材が、その基端部が固定されて
それぞれ設けられており、構造体の外方に突出したアーム部材のアーム部間に庇本体部が
形成された構成とされている。
【００２１】
　こうした構成なので、アーム部材の基端部を構造体の柱に固定するため、回転による垂
れ下がりの心配がなく、アーム部材の基端部を固定する部分を補強することなどを必須と
せず、その分、コストを低減して実施することができる。
【００２２】
　ここで、アーム部材は、基端部が、庇本体部側に向き、柱に固定される平板状とされ、
アーム部が、平板状の基端部の外側辺側から構造体の外方に突出された一体の部材である
場合は、アーム部材のアーム部間の庇本体部の取り外しが簡単なので、庇の改修又は改装
などを簡易に行うことができるし、アーム部材の基端部が外側に突出させずに庇本体部の
幅を大きくとることができるので、意匠的美観を呈するとともに必要強度を有し、さらに
幅の大きい庇とすることができ、特に、ユニット建物に適用すると、アーム部材の基端部
同士が干渉しないので、建物ユニット間で隙間の少ない連続した庇を設けることなどもで
きる。
【００２３】
　また、アーム部材の軒先部間が軒先梁で連結されている場合は、軒先梁により軒先部の
強度が高い庇とすることができる。
【００２４】
　さらに、軒先梁の外側面に化粧材が設けられている場合は、化粧材が軒先梁を覆うので
、意匠的美観を呈する庇とすることができる。
【００２５】
　また、アーム部材の軒元部間が軒元梁で連結されている場合は、軒元梁により軒元部の
強度が高い庇とすることができる。
【００２６】
　さらに、軒先梁及び軒元梁の下側に軒天井パネル部材が受け部材を介して設けられてい
るとともに、軒先梁及び軒元梁の上側には屋根構成部材が取付部材を介して設けられてい
る場合は、軒先梁及び軒元梁を利用して、軒天井パネル部材及び屋根構成部材を簡易に取
り付けることができる。
【００２７】
　また、アーム部材のアーム部の中間部間に中間受け部材が設けられている場合は、中間
受け部材を利用して、面積の小さい複数枚の軒天井パネル部材を用いて軒天井を形成する
ことができる。
【００２８】
　さらに、アーム部材の軒元部間が樋構成部材で連結されている場合は、樋構成部材によ
り軒元部の強度が高い庇とすることができるうえに、樋構成部材により庇の雨仕舞い性能
を高めることができる。
【００２９】
　また、軒先梁及び樋構成部材の下側に軒天井パネル部材が受け部材を介して設けられて
いるとともに、軒先梁及び樋構成部材の上側には屋根構成部材が設けられている場合は、
軒先梁及び樋構成部材を利用して、軒天井パネル部材及び屋根構成部材を簡易に取り付け
ることができる。
【００３０】
　さらに、軒先梁の上側と樋構成部材の外側端部との間には、防水シート部材が設けられ
ている場合は、防水シート部材により樋構成部材への雨水の誘導がなされるので、庇の雨
仕舞い性能をより高めることができる。
【００３１】
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　また、アーム部材のアーム部の樋構成部材の外側面に位置する中間部間に中間受け部材
が設けられている場合は、中間受け部材を利用して、面積の小さい複数枚の軒天井パネル
部材を用いて軒天井を形成することができるうえに、樋構成部材側の縦樋が通る比較的複
雑な形状の軒天井パネル部材は別途用意すればよく、施工性を高めることができ、軒天井
の部分的な改修なども簡易に行うことができる。
【００３２】
　さらに、アーム部材の側面に、アーム部材によって構成される庇と略直交し連続する庇
の構成部材が取り付けられている場合は、他の仕様の庇を略直交して連続するように容易
に形成することができる。
【００３３】
　このような本発明の建物は、上記した本発明の庇の取付構造を備えた構成とされている
。
【００３４】
　こうした構成なので、上記した本発明の庇の取付構造の効果を奏する建物を構築するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】実施例１の庇の取付構造を備えた建物の概略構成を示す説明図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線矢視拡大断面図であって、実施例１の庇の取付構造の概略構成を
示す図である。
【図３】（ａ）は、実施例１の庇の取付構造に用いられるアーム部材の正面図であり、（
ｂ）は、（ａ）のａ方向線矢視図であり、（ｃ）は、（ａ）のｂ方向線矢視図である。
【図４】図１のＢ部の拡大図である。
【図５】実施例２の庇の取付構造の概略構成を示す図である。
【図６】実施例２の庇の取付構造に用いられるアーム部材の正面図である。
【図７】実施例３の庇の取付構造を備えた建物の概略構成を示す説明図である。
【図８】実施例４の庇の取付構造を備えた建物の概略構成を示す説明図である。
【図９】図８のＢ－Ｂ線矢視拡大断面図であって、実施例４の庇の取付構造の概略構成を
示す図である。
【図１０】（ａ）、（ｂ）は、本発明の庇の取付構造を備えた建物のその他の例の概略構
成を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　以下、本発明を実施するための形態を、図面に示す実施例１，２に基づいて説明する。
【実施例１】
【００３７】
　先ず、実施例１の構成について説明する。
【００３８】
　図１は、実施例１の庇の取付構造を備えた構造体としての建物１の概略構成を示してい
る。
【００３９】
　この建物１は、建物ユニット１Ａ，１Ｂを組み付けて建物本体が構成されたユニット建
物であり、建物本体の屋根部Ｙと連続して庇２が設けられている。
【００４０】
　実施例１の庇の取付構造の概略構成については、図２に示している。
【００４１】
　この実施例１の庇の取付構造では、建物ユニット１Ａ，１Ｂの構面を形成する上側の柱
１ａと梁１ｂとをジョイントピース１ｃで補強して接合した柱梁接合部の柱１ａ側に、ア
ーム部材３がその基端部３ａがボルトで固定され、アーム部材３，３のアーム部３ｂ，３
ｂ間に庇本体部２０が形成されている。
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【００４２】
　ここで、このアーム部材３は、図３（ａ）～（ｃ）に示したように、柱１ａに固定する
ためのボルトを通すボルト孔を有する平板状の基端部３ａと、その片方の外側辺側から略
直角に延設された各種部材を固定するためのボルトを通すボルト孔を有する長尺で平板状
のアーム部３ｂとから構成される一体の部材である。
【００４３】
　よって、基端部３ａが柱１ａに固定されることにより、アーム部材３のアーム部３ｂは
、建物１の外方に略水平に突出している。
【００４４】
　また、アーム部材３の平板状の基端部３ａは、アーム部３ｂ，３ｂ間に形成される庇本
体部２０側に向いた状態で固定されている。
【００４５】
　さらに、アーム部材３，３のアーム部３ｂ，３ｂの軒先間が両端に設けたエンドプレー
ト４ａ，４ａをボルトで固定することにより溝形鋼の軒先梁４で連結されている。
【００４６】
　また、アーム部材３，３のアーム部３ｂ，３ｂの軒元間が両端に設けたエンドプレート
５ａ，５ａをボルトで固定することにより溝形鋼の軒元梁５で連結されている。
【００４７】
　ここで、軒先梁４の下側フランジ部により形成される下側面には、化粧材としての軒天
見切材６１が設けられている。
【００４８】
　また、軒先梁４のウェブ部により形成される前側面には、化粧材としての外壁面材６２
が設けられている。
【００４９】
　さらに、軒先梁４の上側フランジ部により形成される上側面には、化粧材としてのパラ
ペット６３が設けられている。
【００５０】
　また、軒先梁４の上側フランジ部の上面には、断面略Ｌ字形状の取付部材７１がボルト
により固定して設けられている。
【００５１】
　さらに、軒元梁５の上側フランジ部の上面には、断面略Ｌ字形状の取付部材７２がボル
トにより固定して設けられている。
【００５２】
　そして、屋根構成部材としての天井小梁２２，２２間に野縁２３，・・・を架設し、そ
の上面に天井板２１を貼設したものを、取付部材７１，７２の立ち上がり部に天井小梁２
２，２２がビス止めされている。
【００５３】
　さらに、軒先梁４の下側フランジ部の下面には、受け部材８１がビス止めされて設けら
れている。
【００５４】
　また、軒元梁５の下側フランジ部の下面には、受け部材８２がビス止めされて設けられ
ている。
【００５５】
　さらに、アーム部材３，３のアーム部３ｂ，３ｂの中間部の下部間には、中間受け部材
８３がボルトにより固定されて架設されている。
【００５６】
　そして、受け部材８１と中間受け部材８３との間及び受け部材８２と中間受け部材８３
との間に、軒天井パネル部材９１をそれぞれ設けて、庇本体部２０が形成されている。
【００５７】
　なお、建物本体の外壁面材１０の上端部と軒元梁５の下側フランジ部の下面との間には
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、保温材１１が設けられ、気密性を有するようになっている。
【００５８】
　さらに、隣り合う庇本体部２０，２０の向かい合うアーム部材３，３のアーム部３ｂ，
３ｂ間は、図４に示したように、スペーサー部材１２を介して、ボルト１３ａとナット１
３ｂとにより固定されている。
【００５９】
　このようにして、建物１の水下長辺側（所謂桁側）の庇２が取付けられている。
【００６０】
　また、建物１の水上長辺側（所謂桁側）の庇２及び短辺側（所謂妻側）の庇２，２も同
様に取付けられている。
【００６１】
　そして、これらの庇２，・・・の端部間に、図１に示したように、コーナー化粧部材２
Ａがそれぞれ設けられ、この実施例１の庇の取付構造を備えた建物１の全体が構成されて
いる。
【００６２】
　次に、実施例１の作用効果について説明する。
【００６３】
　このような実施例１の庇の取付構造は、構造体としての建物ユニット１Ａ，１Ｂから成
る建物１に庇２を取り付ける庇の取付構造である。
【００６４】
　そして、建物ユニット１Ａ，１Ｂの構面を形成する２本の柱１ａ，１ａに、アーム部材
３が、その基端部３ａが固定されてそれぞれ設けられており、建物１の外方に突出したア
ーム部材３，３のアーム部３ｂ，３ｂ間に庇本体部２０が形成された構成とされている。
【００６５】
　こうした構成なので、アーム部材３の基端部３ａを建物１を構成する建物ユニット１Ａ
，１Ｂの柱１ａに固定するため、回転による垂れ下がりの心配がなく、アーム部材３の基
端部３ａを固定する部分を補強することなどを必須とせず、その分、コストを低減して実
施することができる。
【００６６】
　ここで、アーム部材３は、基端部３ａが、庇本体部２０側に向き、柱１ａに固定される
平板状とされ、アーム部３ｂが、平板状の基端部３ａの外側辺側から建物１の外方に突出
された一体の部材である。
【００６７】
　このため、アーム部材３，３のアーム部３ｂ，３ｂ間の庇本体部２０の取り外しが簡単
なので、庇２の改修又は改装などを簡易に行うことができる。
【００６８】
　また、アーム部材３の基端部３ａが外側に突出させずに庇本体部２０の幅を大きくとる
ことができるので、意匠的美観を呈するとともに必要強度を有し、さらに幅の大きい庇２
とすることができる。
【００６９】
　さらに、特に、ユニット建物である建物１に適用するに際し、隣り合うアーム部材３，
３の基端部３ａ，３ａ同士が干渉しないので、建物ユニット１Ａ，１Ｂ間で隙間の少ない
連続した庇２を設けることなどもできる。
【００７０】
　また、隣り合うアーム部材３，３のアーム部３ｂ，３ｂ間が、スペーサー部材１２を介
して、ボルト１３ａとナット１３ｂとにより固定されている。
【００７１】
　このため、これらアーム部３ｂ，３ｂは、所謂合成部材なり、強度の高いものとなる。
【００７２】
　さらに、アーム部材３，３のアーム部３ｂ，３ｂの軒先部間が軒先梁４で連結されてい
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る。
【００７３】
　このため、軒先梁４により軒先部の強度が高い庇２とすることができる。
【００７４】
　また、軒先梁４の外側面に化粧材としての軒天見切材６１、外壁面材６２及びパラペッ
ト６３が設けられている。
【００７５】
　このため、これら化粧材としての軒天見切材６１、外壁面材６２及びパラペット６３が
軒先梁４を覆うので、意匠的美観を呈する庇２とすることができる。
【００７６】
　さらに、アーム部材３，３のアーム部３ｂ，３ｂの軒元部間が軒元梁５で連結されてい
る。
【００７７】
　このため、軒元梁５により軒元部の強度が高い庇２とすることができる。
【００７８】
　また、軒先梁４及び軒元梁５の下側に軒天井パネル部材９１，９１が受け部材８１，８
２を介して設けられているとともに、軒先梁４及び軒元梁５の上側には天井小梁２２，２
２間に野縁２３，・・・を架設し、その上面に天井板２１を貼設して成る屋根構成部材が
取付部材７１，７２を介して設けられている。
【００７９】
　このため、軒先梁４及び軒元梁５を利用して、軒天井パネル部材９１，９１及び天井小
梁２２，２２間に野縁２３，・・・を架設し、その上面に天井板２１を貼設して成る屋根
構成部材を簡易に取り付けることができる。
【００８０】
　さらに、アーム部材３，３のアーム部３ｂ，３ｂの中間部間には中間受け部材８３が設
けられている。
【００８１】
　このため、中間受け部材８３を利用して、面積の小さい複数枚の軒天井パネル部材９１
，９１を用いて軒天井を形成することができる。
【００８２】
　このような実施例１の建物１は、上記した実施例１の庇の取付構造を備えた構成とされ
ている。
【００８３】
　こうした構成なので、上記した実施例１の庇の取付構造の作用効果を奏する建物１を構
築することができる。
【実施例２】
【００８４】
　次に、実施例２について説明する。
【００８５】
　なお、実施例１で説明した内容と同一乃至均等な部分の説明については同一符号を付し
て説明する。
【００８６】
　図５は、実施例２の庇の取付構造の概略構成を示している。
【００８７】
　この実施例２の庇の取付構造では、軒元梁５に代えて、下部に縦樋５１が連結される横
樋５０ａを有する樋構成部材５０が設けられ、化粧材として、軒天見切材６１、外壁面材
６２及びパラペット６３に代えて、略これらを合計した高さのパラペット６０が軒先梁４
のウェブ部にビス止めされて設けられ、このパラペット６０の上端部と建物本体の屋根部
Ｙの外側端部との間に、屋根構成部材として、天井小梁２２，２２間に野縁２３，・・・
を架設し、その上面に天井板２１を貼設したものに代えて、庇カバー部材２４が設けられ
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ていることが実施例１の庇の取付構造と主に異なる。
【００８８】
　より詳細には、軒先梁４の上側と樋構成部材５０の外側上端部との間には、取付部材１
４ａ、１４ｂを介して、防水シート部材１５が設けられている。
【００８９】
　ここで、取付部材１４ａは、取付部材１４ｂよりも高く、防水シート部材１５に軒先側
から軒元側に向かって下る傾斜を持たせている。
【００９０】
　また、アーム部材３，３のアーム部３ｂ，３ｂの樋構成部材５０の外側面に位置する中
間部間に中間受け部材８３が設けられている。
【００９１】
　なお、この実施例２の庇の取付構造で用いられるアーム部材３は、図６に示したように
、互いの構造の違いから、実施例１の庇の取付構造で用いられるアーム部材３とはボルト
孔の位置と数が若干異なるとともに、基端部３ａとアーム部３ｂの高さが若干異なる。
【００９２】
　このため、屋根構成部材として、天井小梁２２，２２間に野縁２３，・・・を架設し、
その上面に天井板２１を貼設したものに代えて、庇カバー部材２４が設けられているので
、庇２全体の軽量化を図ることができる。
【００９３】
　さらに、防水シート部材１５により樋構成部材５０の横樋５０ａへの雨水の誘導がなさ
れるので、横樋５０ａの二次樋としての機能をより発揮させ、庇２の雨仕舞い性能をより
高めることができる。
【００９４】
　また、アーム部材３，３のアーム部３ｂ，３ｂの樋構成部材５０の外側面に位置する中
間部間に中間受け部材８３が設けられているので、特に、樋構成部材５０側の縦樋５１が
通る比較的複雑な形状の軒天井パネル部材９１は別途用意すればよく、施工性を高めるこ
とができ、軒天井の部分的な改修なども簡易に行うことができる。
【００９５】
　なお、他の構成及び作用効果については、実施例１と略同様であるので説明を省略する
。
【実施例３】
【００９６】
　次に、実施例３について説明する。
【００９７】
　なお、実施例１で説明した内容と同一乃至均等な部分の説明については同一符号を付し
て説明する。
【００９８】
　図７は、実施例３の庇の取付構造を備えた構造体としての建物１の概略構成を示してい
る。
【００９９】
　この実施例３の庇の取付構造では、庇２，・・・の端部間の天井板２１、軒天見切材６
１、外壁面材６２及び軒天井パネル部材９１等の各部材を延設して連続させ、コーナー部
２Ｂをそれぞれ形成している。
【０１００】
　すなわち、コーナー化粧部材２Ａを用いていないことが、実施例１の庇の取付構造と主
に異なる。
【０１０１】
　なお、他の構成及び作用効果については、実施例１と略同様であるので説明を省略する
。
【実施例４】
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【０１０２】
　次に、実施例４について説明する。
【０１０３】
　なお、実施例１で説明した内容と同一乃至均等な部分の説明については同一符号を付し
て説明する。
【０１０４】
　図８は、実施例４の庇の取付構造を備えた構造体としての建物１の概略構成を示してい
る。
【０１０５】
　この実施例４の庇の取付構造では、図８に示したように、建物１の短辺側（所謂妻側）
に、長辺側（所謂桁側）の庇２よりも軒先長さの短い庇２’が設けられ、コーナー部でそ
れぞれ連続しており、庇２’の短辺側端部近傍のアーム部材３０が、図９に示したように
、アーム部材３のアーム部３ｂに、庇２’を構成する軸材から成る構成部材としてのアー
ム部材３０，・・・がボルトで取り付けられており（アーム部３ｂに形成したボルト孔は
図示省略）、異なる仕様の庇２，２’が複合されていることが、実施例１の庇の取付構造
と主に異なる。
【０１０６】
　なお、他の構成及び作用効果については、実施例１と略同様であるので説明を省略する
。
【０１０７】
　以上、図面を参照して、本発明を実施するための形態を実施例１，２に基づいて詳述し
てきたが、具体的な構成は、これら実施例１，２に限らず、本発明の要旨を逸脱しない程
度の設計的変更は、本発明に含まれる。
【０１０８】
　例えば、上記した実施例１，２では、建物１の全周に庇２を設けて実施したが、これに
限定されず、図１０（ａ）及び図１０（ｂ）に示したように、建物１の一部のみに設けて
実施してもよい。
【０１０９】
　また、上記した実施例１～４では、ユニット建物である建物１に適用して実施したが、
これに限定されず、例えば、軸組み建物などに適用して実施してもよい。
【０１１０】
　さらに、上記した実施例１～４では、建物に適用して実施したが、これに限定されず、
庇を必要とする構造体であれば実施してもよい。
【０１１１】
　また、上記した実施例２では、横樋５０ａを庇カバー部材２４の内側に設けて二次樋と
して機能するようにして実施したが、これに限定されず、例えば、庇カバー部材２４の内
側端部を樋構成部材５０の外側上端部に固定し、横樋５０ａを一次樋として機能するよう
にして実施してもよい。
【０１１２】
　さらに、上記した実施例４では、軸材から成る構成部材としてのアーム部材３０を用い
た庇２’を適用して実施したが、これに限定されず、他の仕様の庇を適用して実施しても
よい。
【符号の説明】
【０１１３】
１　　　建物（構造体）
１Ａ　　建物ユニット
１Ｂ　　建物ユニット
１ａ　　柱
１ｂ　　梁
１ｃ　　ジョイントピース
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２　　　庇
２’　　庇
２０　　庇本体部
２Ａ　　コーナー化粧部材
２Ｂ　　コーナー部
２１　　天井板（屋根構造部材）
２２　　天井小梁（屋根構造部材）
２３　　野縁（屋根構造部材）
２４　　庇カバー部材（屋根構造部材）
３　　　アーム部材
３０　　アーム部材（構成部材）
３ａ　　基端部
３ｂ　　アーム部
４　　　軒先梁
４ａ　　エンドプレート
５　　　軒元梁
５ａ　　エンドプレート
５０　　樋構成部材
５０ａ　横樋
５１　　縦樋
６０　　パラペット（化粧材）
６１　　軒天見切材（化粧材）
６２　　外壁面材（化粧材）
６３　　パラペット（化粧材）
７１　　取付部材
７２　　取付部材
８１　　受け部材
８２　　受け部材
８３　　中間受け部材
９１　　軒天井パネル部材
１０　　外壁面材
１１　　保温材
１２　　スペーサー部材
１３ａ　ボルト
１３ｂ　ナット
１４ａ　取付部材
１４ｂ　取付部材
１５　　防水シート部材
Ｙ　　　屋根部
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